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　今年もようやく医報の発行が出来ました。投稿

頂いた先生方には感謝申し上げます。今回の表紙

の写真は森先生の作品です。

　岩手郡医報のバックナンバーは興味深く読ませ

て頂いています。その時代の記録を残すことは貴

重なことだと思います。

　投稿、写真、絵画など何でもお寄せ下さい。

北上　　明

庭に咲いたクレマチス／撮影：森　茂雄 先生
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【退　会】� （平成26年２月１日現在）

退会月日 所 属 施 設 名 氏　　　名 備　　　　　　　考

７月31日 いわてリハビリテーションセンター 立　木　　　光 北上医師会へ

12月６日 御 明 神 診 療 所 宮　杜　　　亨 死亡退会

会員数の状況
２月１日現在の会員数　86名

会員の入会・退会・異動等

【慶　事】
学校医（元雫石町学校保健会副会長）
篠村達雅先生（68歳）岩手医師会
　雫石町の学校医として、昭和59年から現在に至るまで、長きにわたり児童・生徒の健康管
理並びに健康指導に献身的に尽力している。また、雫石町学校保健会の役員や雫石町医科歯
科会の事務担当などを務め、学校保健活動の発展にも寄与されている。
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巻　頭　言

　岩手西北医師会は、ここ数年認知症と在宅医療を２本の柱として、各種の活動を鋭意推し
進めている。
　在宅医療に関して言えば、往診を専門としない一般開業医が、土日及び休祭日だけを当番
制で助け合いながら地域の在宅医療を行なっている。担当する患者の数は多くは望めない
が、長年自分が外来でつきあってきた患者は責任をもって看取りまで行なおうとする試みで
ある。このシステムを私は“なんちゃって在宅”と名付け、地域の病院、及び包括支援セン
ターと密に連絡を取り合いながら着々と実績を挙げつつある。
　一方認知症事業に対しては、会員諸氏が御存知のように紺野先生が各地で精力的に講演会
を行い、岩手西北医師会の枠を越えて行政・会員のみならず多数の一般住民の支持を得ている。
　当医師会の歴史において、岩手町の大腸癌検診事業を除いては、これほどまで多くの行政
機関や地域住民を巻き込んでの広域活動は類がない。
　岩手西北医師会がこれら事業を始めて後数年してから国は、在宅医療に関しては『地域包
括支援ネットワーク』を打ち出し、認知症に対しては『オレンジプラン』を公表した。我々
の事業が、国の政策より先行して始められたことを自慢するつもりはない。ただ思いがけず、
二事業とも行政の後押しを受けることになった。
　一般的に公約・私的を問わずどんな事業でも新たな事業を推し進めようとした時、同じベ
クトルの方向を向くある種の“風”が吹いてくるものらしい。行政からの助成、補助の類と
それに連なるあらゆる業種との係わりである。事業の中心となるリーダー達が、大小の講演
会や会合に引っ張り出され、やがて地方のマスコミに何度か新聞等に取り上げ紹介されるこ
とで、次第に本来の立場・使命を忘れてある種の自己陶酔に陥っていく。これらの浮かれた
状況が数年続いた後、事業が始める前と何の変化ももたらすことなく終了してしまったり、
大きな借財を残した事業例は枚挙にいとまがない。これは、私個人に対する自戒でもある。

　さて、我々の事業がそうならない為には何が必要だろうか？
　第一に必要なのは、私共の事業の対象はすべて地域の住民、患者であることを忘れないこ
とである。助成、補助を含めたすべての支援は、地域住民と患者の為に向けられるべきであ
り、それ以外のものではないことを心に常にとどめておくことである。
　第二に自分達を自ら律することを堅持することである。
　従来の地味な事業がなおざりにされ、新しい事業のみが、外部からほめそやされることに
満足することは断じてあってはならないと考える。これに気付かなければ、事業は必ず支持
を失って行くことになろう。気持ちを常に引き締めながら岩手西北医師会は、これらの事業
を地に足がついたものとして成就したい。

ひきしめる
一般社団法人岩手西北医師会　会長　　髙　橋　邦　尚
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日　時：平成27年５月20日㈬
　　　　19：00〜20：20
場　所：岩手西北医師会 事務所
　　　　（滝沢市土沢558）
出席者：

及川忠人参与、高橋邦尚会長、栃内秀彦
副会長、紺野敏昭副会長、高橋真総務理
事、植田修総務理事、篠村達雅理事、佐々
木久夫理事、森　茂雄理事、髙橋明理事、
北上明理事、立本仁理事、西島康之監事、
金井猛監事、遠藤公認会計士、事務局近
谷正広

１．開会・会長挨拶　　会長　高橋　邦尚 
　決算などのため遠藤公認会計士さんにも
お越しいただいております。総会に向け皆
さまのご意見をお願いしますと述べた。
　会長が議長をすることを満場一致で了承
し議事に入った。

２．報告事項 
１．入会、退会の状況について議長より事

務局へ報告を求めた。
　近谷事務局長が岩手西北医師会の会員の
入退会の状況を資料を元に説明し報告した。
　４月に開業したものがたり診療所つむぎ

（松嶋恵理子先生）が入会し八幡平市に開
業した件を同地区の森茂雄理事、及川忠人
参与より話しがあった。
　週２回の半日づつの診療で休日当番医を
どうするかと議長より会場に諮ると紺野副
会長より本人に当番医への参加の意思を確

平成27年度 一般社団法人岩手西北医師会第１回理事会

　　 理　事　会　議　事　録 　　

認したほうがよいと思う。と話があり会場
も確認してみてみるべきという意見で医師
会として確認することにした。
　西島監事より町立病院に勤務の医師の入
会はどうなっているかと質問があった。
　会場よりできれば未加入の勤務の医師に
も入会頂けるようにはたらきかければいい
のではないかと話があった。
　佐々木久夫理事より各地域の病院やばあ
いにより首長へ入会の説明と依頼をしたほ
うがよいと話があり医師会として連絡をと
ることにした。

２．岩手西北医師会認知症ネットワークに
ついて

　議長より紺野副会長に現状の報告と説明
を求めた。紺野副会長より岩手市北医師会
認知症ネットワークの活動の報告と７月11
日に八幡平市での認知症の研修会を開催す
る件について資料を元に説明し研修会への
参加を求めた。映像を使っての研修内容は
大変好評で他市町村からも研修の依頼があ
る。
　会場の皆さまもご本人、スタッフなどと
参加いただけるよう話をした。

３．在宅ボックス滝沢について（医療、介
護連携事業）

　会長より昨年、理事会と総会で報告、説
明し承諾いただき滝沢市、岩手県から医療
法人ゆとりが丘クリニックが助成を受けて
いる医療介護連携事業についての平成26年
度の活動内容と27年度の計画を報告した。
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３．協議事項
⑴　平成26年度事業報告について議長より
事務局へ説明を求めた。
　近谷事務局長より資料を元に平成26年の
事業報告をした。全員より了承を得た。
　事業報告をした事業や会議のほとんどに
会長が参加しておりこの資料にない会議や
委員会などにも出席いただいていますと話
がった。
　髙橋会長より及川前会長の大変さが分か
りました、いろいろな会や事業に参加させ
ていただき気づかされることもあり勉強さ
せていただいていると話が合った。

⑵　岩手西北医師会平成27年度事業計画案
について
　議長より事務局へ説明を求めた。
　近谷事務局長より資料を元に平成27年度
事業計画について説明をした。
　議長が事務局より出された事業計画でよ
いか会場に諮ったところ了承された。
　議長より今年度の事業計画はどうしても
行わなければならないものをあげたが会員
よりこの様な事業を行いたいということが
あれば場合によっては今年度行うことも可
能かもしれない、やりたいことがありまし
たらどしどし連絡くださいと話をした。

⑶　岩手西北医師会　平成26年度補正予算
について
　遠藤公認会計士より補正予算の資料を説
明した。

⑷　岩手西北医師会　平成26年度決算案に
ついて　
　遠藤公認会計士より決算の資料を説明し
た。

⑸　岩手西北医師会平成27年度予算案につ
いて
　遠藤公認会計士より３月に会長より示さ
れた予算の資料を説明した。
　県医師会のゴルフ大会以外は平成26年度
とほぼ同じ事業計画が示されたので予算も
ほぼ同額としていると説明があった。

　議長より協議事項の⑶、⑷、⑸をまとめ
て遠藤公認会計士さんより説明を受けたが
質疑などないか確認をした。
　公益支出財産は予定通り使われているか
と質問があり、遠藤公認会計士よりほぼ予
定通りですがもう少し支出をしてもいいか
もしれないと話が合った。
　収支のバランスについてはいかがかと話
があり遠藤公認会計士よりゴルフ大会の支
出を除きますとほぼバランスはとれている
と思いますと話があった。
　議長より協議事項⑶岩手西北医師会　平
成26年度補正予算、⑷岩手西北医師会　平
成26年度決算案について、⑸岩手西北医師
会平成27年度予算案について承認いただけ
るかと諮ったところ満場一致で承認され
た。
⑹　岩手西北医師会の総会（5月30日）進
行について
　議長より進行案の資料を説明し、協議に
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入った。総会の次第、スケジュール、担当
について話し合われた。
　総会の司会等を高橋真総務理事、特別講
演の司会を植田総務理事、座長を紺野副会
長、懇親会の司会等を北上明理事、乾杯を
久保谷副会長、アトラクションを北上翔南
高校の鬼剣舞とすることにした。

⑺　会費について　
　岩手西北医師会　高齢者免除について議
長より本医師医会、県医師会は高齢者会費
免除があるが郡市医師会の我々岩手西北医
師会はどうするか。日本医師会は会員が多
い、県医師会は少しだが入会が上回ってい
るが郡市医師会単位では会員数が減ってい
るところもあり会費の高齢免除をすると事
務局運営が厳しくなるところもある。当医
師会はどう考えるべきかと議長が述べた。
事務局より全ての県内の郡市医師会に確認
はしていないが免除していない郡市医師会
もあるようですと話があった。紺野副会長
が免除対象になった時点で医療行為をして
いるかなど当事者のそれぞれの状況により
この場では免除するとかしないとは言えな
いのではないかと意見を述べた。その後話
し合ったが今回の結論ではなくもう少し話
し合いが必要であるということで一致した。

⑻　岩手西北医師会学校保健部会について
　岩手地区学校保健会の役員（副会長１
名、理事２名）の平成27年度の推薦につい
て議長より現状をのべ27年度役員の推薦に
ついて協議を求めた。
　協議の結果、岩手地区学校保健会の副会
長を北上明先生、理事に金井先生、小豆嶋
先生はいかがかということになり会場の参
加していた北上先生、金井先生より承認を

得た。
　小豆嶋先生へは了承いただけるか連絡確
認することにした。
　岩手西北医師会の学校医部会の責任者
（理事）現在は山口先生です
　山口先生は岩手地区学校保健会副会長、
岩手西北医師会の学校保健部会に責任者を
多忙なため、どなたか引き受けていただき
たいとのことです。
　金井監事より岩手地区学校保健会の副会
長をしていた時の感想を学校保健全体の見
える小児科の先生が望ましいと思うと述べ
た。
　議長より学校検診で運動器の検診も入っ
てくるようですが整形外科での話をお聞か
せくださいと立本理事に意見を求めた。立
本理事より検診が始まるようですが誰がど
のようにというころなど詳細についてはま
だ知らされていません。検診内容によって
は大変時間がかかり一人の整形外科医で行
なえる人数に限度あると話した。事務局よ
り以前久保谷副会長が場合により養護教員
や保健室の先生のお力をお借りすることも
必要かもしれないと話していたと述べた。
情報が入り次第関係の方々へ連絡すること
にした。

４．その他　
１．野球大会について
　議長より以前野球大会参加で前向きに考
えようと話し合われたがいろいろな先生へ
野球の練習や大会参加の声をかけたが実際
プレーいただける方が少なくチームとして
成立せずケガのことをお話しする方もおり
話し合いの結果野球大会参加は辞退するこ
とにした。
　県医師会より野球大会後のジャンケン大
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会だけでも参加してほしいということで
ジャンケン大会に参加したが野球大会にプ
レー参加しているチームよりジャンケン大
会会場　でプレーしないでジャンケン大会
だけで出るのかと言われ気持ちのいいもの
ではなかったと話が合った。
　議長より岩手西北医師会内でやりやす
い、愛好者いるスポーツで楽しみ、大会が
あれば参加できるスポーツ例えばゴルフな
ども一つではないかと話が合った。岩手西
北医師会チームとして活動するのであれば
何らかの支援も考えていいと思うと述べた。

２．デモ用　ＡＥＤについて　
　議長より７月に雫石町の小学校で医師会
としてＡＥＤを使った講習会を予定してお
り練習用のトレーナー機の購入についてＡ
ＥＤの添付資料を説明した。篠村理事より
研修の予定について内容の説明があった。
　議長より会場へトレーナー機器の購入に
ついて諮ったところ全一致で承諾された。

３．岩手西北医師会次期体制について
　議長より会長職の現状について話をした。

　現在２期目で４年目となっている２期満
了で次期は新体制と考えている。
　役員は選挙ではあるが現理事会の中で次
期体制を考えて行かなくてはならない時期
であると思っている。事務局のありかたも
考えなくてはならない。会員の中で若手の
先生を中心にワーキンググループを立ち上
げて検討することにした。

５．閉　会
　議長より、ここまでの報告、協議事項、
その他の中、それ以外も含め質問や意見が
ないか確認したが特になしとのことで理事
会の閉会を告げた。
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日　時：平成27年５月30日㈯
　　　　15：00〜16：15
場　所：ホテルメトロポリタンNEW WING
　　　　11階　ギャラクシー
司　会：総務理事　高橋　真

開会
　総務理事高橋　真が平成27年度第１回定
時総会の開会を宣言した。

出席者確認
　司会者より会員総数平成27年５月25日現
在84名中、出席者34名で委任状が41名より
届いており合計75名です。よって過半数の
42名を満たしており定款19条により本総会
は成立したことを確認しますと述べた。引
き続き司会者より定款通り議長を会長指名
により決めてもらうことを告げた。髙橋邦
尚会長より篠村達雅先生を議長として指名
させていただきますと述べた。会場は拍手
で承認した。

議長挨拶
　議長の篠村達雅先生より挨拶と議事がス
ムーズにいくように協力をお願いしたいと
述べた。
　議事録署名人は議長と会長とした。会場
より拍手が多数あった

会長挨拶
　議長より会長挨拶として髙橋邦尚会長に
挨拶を求めた。

平成27年度 一般社団法人岩手西北医師会第１回定時総会

　　 総　会　議　事　録 　　

　髙橋邦尚会長　出席いただいたお礼と挨
拶を述べた。

　会長職を引き受け４年目となりました。
これまでの皆様の支援とご協力に感謝いた
します。
　会長就任時、ある先生より「会長になる
んだから何かやりたいことがあるんだろ
う。それがないものは会の代表とは言えな
い。会長らしく何かを思い切りやってみる
べきだ。」とお言葉をいただきましたこと
が思い出されます。
　現在、医師会として力を入れている事業
は２つあります。紺野先生がリーダーをさ
れている「認知症医療」と私が関わらせて
いただいている「在宅医療」のネットワー
クです。
　私共がやりたいと思うことをしている中
で地元行政や国が遅れて指針をだし結果的
に共同で事業をしているところもあります
が私共が先駆けであることを自慢するつも
りは全くありません。皆様もこういうこと
が必要だ、こういうことを事業としてやっ
ていきたいということがございましたら是
非お知らせください。一緒にやりましょう。
　次に運営です。形だけの運営は止めさせ
ていただきます。変更せざるを得ないとい
うところもあります。例をあげます。県医
師会の野球大会ですが参加に向けて動き出
してはおりました。プレイをする人数集め
をしておりましたが若い先生の中にはサッ
カーならともかくキャッチボールさえした
ことが無いという状況であり本年度以降も
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不参加とせざるを得ないと考えています。
　私案ですが例えばゴルフ大会に力を入れ
る。我が医師会の北上先生、瀧山先生、前
田線先生を中心とする精鋭部隊をつくり、
ゴルフなら岩手西北医師会だなと言われる
ような実績をあげられるようにしたいと
思っています。
　次に先輩の先生方長い間続けてこられた
岩手西北医師会の学校保健部会、岩手地区
学校保健会のあり方を一度根底から考え直
していくつもりです。
　今後、岩手西北医師会に必要な業務は開
業年数、年齢、専門科、地域、さらには理
事であるか否かは考慮せず、勤務医の先生
も含くめて積極的に協力いただきます。岩
手西北医師会管内５市町で仕事をしている
先生は当医師会に入会していただきます。
　議事のその他でも申し上げますが現在の
運営に関しご意見、ご叱責は喜んでお受け
いたします。私の任期があと何年となるか
分かりませんが、今後も私の思うところに
従って岩手西北医師会の運営を進めさせて
いただく決意を申し上げました。
　最後に申しあげます。私の暴走を止める
のは今しかありません。是非止めて頂きた
い。ご清聴ありがとうございましたと述べ
た。（笑いと拍手）

　議長が会場へ会長挨拶にご質問ご意見は
ありませんかと話したが特になし。
　議長が議事を進めた。

第１号議案　平成６年度事業報告の説明を
議長が会長代理として近谷正広事務局長
に求めた。
　　近谷正広事務局長が資料を元に報告を
した。

　　議長が第１号議案について質疑を求め
たが質問などは無く、議長が承認いただ
けるかと会場に告げると承認された。

第２号議案　平成27年度事業計画（案）に
ついて説明を議長が会長代理として近谷
正広事務局長に求めた。近谷正広事務局
長が資料を元に説明をした。
　　議長が第２号議案について質疑を求め
たが質問などは無く、議長が承認いただ
けるかと会場に告げると承認された。

第３号議案　平成26年度岩手西北医師会会
計決算案について議長より会長代理とし
て当会顧問の遠藤明哲公認会計士に説明
を求めた。遠藤章明公認会計士より資料
と提出している決算書を元に説明をし
た。議長より出席者へ質問、意見がない
かを尋ねたが特になし。議長が第３号議
案の承認の方は挙手をお願いしますと話
すと挙手多数で承認された。

　議長が監査報告を金井猛監事に求めた。
金井猛監事は「監査の結果、会計帳簿、記
帳すべき事項を正しく記載し決算書との記
載と合致していることを認めます。役員の
業務執行については、正しく定款に従って
なされており、妥当であると認めます。」
と述べた。

第４号議案　平成27年度岩手西北医師会会
計予算案について会長の代理として遠藤
明哲公認会計士に説明を求めた。遠藤明
哲公認会計士より資料を元に説明をし
た。昨年度はゴルフ大会の幹事でしたが
今年度は監事ではなくその分の収支以外
はほぼ前年と同等の予算となっているこ
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となど説明をした。

　議長より質問、意見がないか問うたとこ
ろ上原充郎会員より小児の関係、当番医の
関係で貯まってきたお金はこの資料のどこ
に記載になっているか、どのように使って
いくのかと質問があった。
　資料を元に公益事業と一般会計について
遠藤明哲公認会計士と髙橋邦尚会長が説明
をした。
　髙橋邦尚会長がつづいて小児科として医
師会としてこういう事業をしたいというこ
とがありましたらお知らせください。内容
により実現できるように検討しできれば実
現したいと思っていますと述べた。上原充
郎会員よりお金がほしくて話しているので
はないどのように振り分けどのように使わ
れるのか確認したかったのである。説明を
聞きよく分かりましたと述べた。
　議長より他に４号議案について他に質
問、意見がないか問うたがなし。
　議長より第４号議案の承認の挙手をもと
めた挙手多数で承認された。

その他
　議長がその他として岩手西北医医師会の
会員入会、退会状況について近谷正広事務
局長へ説明を求めた。近谷正広事務局長が
５月25日現在84名と述べ、平成26年度の入
退会の状況を資料を元に説明をした。
　議長より今総会に新入会の先生の中でお
二人出席いただいているので一言ご挨拶を
いただきたいと話した。東八幡平病院の藤
澤陽一先生、ものがたり診療所つむぎの院
長の松嶋恵理子先生が新入会の挨拶をし
た。会場は拍手で受け入れた。

　議長が平成26年度在宅当番医制委託事業

費の負担金の配布について近谷正広事務局
長に報告を求めた。５市町からの金額と当
番医負担金として１回１万円として平成26
年度の述べ総数を報告した。

　議長が岩手西北医師会次期体制について
会長に説明を求めた。髙橋邦尚会長より来
年の３月で任期が丸２期４年となり次期役
員と事務局について考えていく時期である
と思うと述べた。
　副会長、総務理事から医師会の仕事を会
長が抱え込まずに役員に情報と仕事を振り
分け協力を求めてほしいとお話をいただ
き、その通りでありがたい。役員の皆さま
が忙しいと思い気を使っていた部分もある
が総務会など回数を多く開催し意見を聞き
協力いただきながら残された会長職を全う
したい医師会の中で若手と呼ばれる先生方
の役員として役員に関わらず参加いただき
たいと述べた。

　議長より地域担当委員、各委員会につい
て会長に説明を求めた。高橋邦尚会長より
委員会、地域担当委員について説明をし
た。現在、医師会としても大変重要な学校
保健の各委員について人選が定まらないと
ころがる。県医師会の常任理事として山口
淑子理事が我が医師会推薦で岩手県医師会
の中で学校保健の仕事をしていただいてい
るが今までは岩手西北医師会の学校保健の
まとめ役というか責任者で、県の学校医の
会議の際に岩手西北医師会の代表は兼任で
した。それとは別の岩手地区学校保健会の
副会長と理事２名が欠員となっています。
５市町の岩手地区学校保健会の副会長は今
年は会自体の幹事が一方井小学校で岩手町
なので岩手町の地域担当委員（理事）で北
上明理事にお願いしたい。理事２名のうち
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１名は金井猛監事。後の１名は今年度は岩
手西北医師会としては空席とすると髙橋邦
尚会長が述べた。
　さて岩手西北医師会の学校保健のまとめ
役というか責任者を誰かにお願いしますか
と話すと山口淑子理事より上原先生に是非
ともお願いしたいと話があった。上原先生
より受けるのは難しいと話があり高橋邦尚
会長が総務理事のレベル若しくは理事会で
検討させてほしいと述べた。
　議長がその他としてですがいかがかと会
場に問うたところ全員賛成をした。

　議長が野球大会について会長に説明を求
めた。髙橋邦尚会長より会長挨拶でも述べ
ましたが昨年の話しで来年は野球大会に参
加しようというのでユニフォーム、グロー
ブなども揃え練習をして試合にでようと動
きましたが実際プレイできる人数が集まら
ないのが現状で若い先生は野球はやらない
がサッカーやテニス、ゴルフならとういう
方はいました。そこで私見ですがこれはと
いう例えばゴルフに岩手西北医師会は力を
入れるなどを考えていきたいと述べた。

　議長より岩手西北医師会認知症地域ネッ
トワークの状況の説明を紺野敏昭副会長に
求めた。
　紺野敏昭副会長よりネットワークの活動
の現状と認知症患者の紹介数など資料の具

体的な数字を元に説明をした。７月11日の
八幡平市・岩手西北医師会合同認知症研修
会についてＮＨＫエンタープライズ社の映
像を取り入れての研修会を今年滝沢市で全
国で大阪の次で２会場目で行い好評であっ
た。同様な研修会を釜石地区、八戸市など
から要請を受けていると報告と説明をした。

　議長より在宅医療介護連携について高橋
会長に説明を求めた。
　髙橋邦尚会長より紺野先生のネットワー
ク、研修会は岩手西北医師会管内はもとよ
り県レベル、全国レベルの素晴らしいもの
となっております。私の在宅医療介護連携
については滝沢市、雫石町、盛岡市の一部
の開業医の先生と連携を組みまた盛岡、滝
沢、雫石の入院施設のある医療機関から在
宅患者の紹介、バックベットとしての関係
を構築している最中ですと説明をした。

　議長が今までの中で質問や意見がないか
確認をしたが特になしの声

　議長より皆様のご協力により無事に議
案、議事をすすめることができたお礼を述
べ議長席より会場へ戻った。

閉会
　午後４時15分司会者の高橋真総務理事が
閉会の挨拶を述べ総会を閉会した

　岩手県立北上翔南高等学校　鬼剣舞部　顧問　

高橋樹久様と部員（生徒）20名。

　岩手西北医師会定時総会の懇親会で御校の鬼剣

舞部の皆さまに演舞いただきました。

　演舞、掛け声、太鼓笛、そして演舞後の挨拶に

会員、全員感動しました。

懇親会（鬼剣舞）
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平成27年度 一般社団法人岩手西北医師会　事業計画

月 日 事　業 備　考

４月 　 理事会 岩手西北医師会事務所

17日 学術講演会 ヤンセン　メトロポリタン

５月
　

20日 理事会 総会前

30日 岩手西北医師会通常総会

　 学校部会

広報委員会

６月 　 学校部会 　

総務会

７月 １日 認知症カンファランス 岩手西北医師会

11日 認知症ネットワーク研修会 八幡平ロイヤルホテル

　 地域担当委員会

救急蘇生法講習会 雫石町　七ツ森小学校　（予定）

学術講演会

15日 会員　健診　　医師国保 滝沢市公民館　６時〜８時30分

29日 会員　健診　　医師国保 八幡平市市民センター　６時〜８時30分

８月 学術講演会

23日 岩手県医師会野球大会 盛岡繋温泉紫苑　ジャンケン大会13時〜

９月
　

救急蘇生法講習会

防災訓練  

認知症ネットワーク　研修

岩手県医師会親睦ゴルフ大会 宮古カントリークラブ

10月 理事会

岩手郡医師会　産業医研修

広報委員会  

11月 糖尿病推進会議  

歯科医師会との合同研修

12月 自殺予防　雫石町

１月 岩手県医師会新年交賀会

２月 かかりつけ医認知症研修 　

３月 理事会
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要旨
≪教育講演≫

『糖尿病患者への栄養指導の実際』
座長：木村内科クリニック　院長
　　　木村　秀孝　先生
演者：岩手医科大学附属病院　栄養部　
　　　主任栄養士　俵　万里子　先生

　当院の指導は大きく分けて個人指導と集
団指導に分かれる。

①　個人指導（1回130点）‥外来：診察
日に合わせて実施する。採血・採尿後、
栄養指導を実施し、その後診察。初回
指導は30分程度、継続指導は15 〜 30
分である。

入院中は入院期間中に2回実施する。　
②　集団指導（1回80点）‥対象は入院

患者。内容は主に献立の立て方、アル
コールについて、菓子・飲料について、
外食についてである。

　栄養指導の際は１日の栄養摂取目安表を
用いながら進めていき、同時に患者には自
身の食事記録表をつけてきてもらってい
る。患者は実際に『書く』ことで自身の食
事内容に気づくことも多く、その後の指導
もスムーズにいくケースも多い。記録表は
その人の主観で書くため実際の摂取量とは
異なることもあるが、その際決して咎める
ことなく、記録をつけてきたことを感謝す
る事が、その後の患者のモチベーションに
もつながっていく。患者さんと栄養士の希
望することですれ違うこともあるが、折り
合いをつけるためにも患者との『信頼関
係』と『交渉力』が重要であると考えている。

各 種 行 事 報 告

■日　時：平成27年５月12日㈫
　　　　　18：50〜20：35
■場　所：ホテルメトロポリタン盛岡
　　　　　NEW WING 
　　　　　４F「メトロポリタンホール東」

製品説明「グラクティブ錠」
小野薬品工業株式会社

教育講演　座長：木村内科クリニック院長
　　　　　　　　木村 秀孝 先生
　『 糖尿病患者への栄養指導の実際 』

　　岩手医科大学附属病院　栄養部 
　主任栄養士　俵　万里子 先生

特別講演　座長：滝沢中央病院副院長
　　　　　　　　大川原 真澄 先生
　『経口血糖降下薬の選択はどのように
　決定されるのか〜臨床医からの提言〜』

　太田綜合病院附属太田西ノ内病院
糖尿病センター内科　　　　　　

次長　山崎　俊朗 先生
閉会の辞
　こんの神経内科・脳神経外科クリニック

 院長　紺野　敏昭 先生

出席者
医　師 27名
看護師 18名
薬剤師 56名
その他 9名

3名
計 113名

岩手西北医師会糖尿病対策推進会議
学術講演会
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≪特別講演≫

『経口血糖降下薬の選択は　
どのように決定されるのか
　　　～臨床医からの提言～』

座長：滝沢中央病院　副院長
　　　大川原　真澄 先生
講師：太田綜合病院附属太田西ノ内病院
　　　糖尿病センター内科　次長
　　　山崎　俊朗 先生

　数年前までは糖尿病治療に必要な条件と
して『HbA1cの改善が全て』という考え
方があったが、ACCORD試験やDECODE
試験といった大規模な臨床試験の結果に
よって、単純にA1cのみを下げるのではな
く『良好な血糖コントロールを維持』する
ことが重要であるという考え方が定着し
た。ここでいう良好な血糖コントロールと
は①低血糖を起こさない、②食後過血糖を
改善する、③血糖変動幅を小さくする、④
体重を増やさないことである。

　糖尿病薬をCPI（CPR INDEX）の観点
から分けると以下の通りである。
2.0以上 非インスリン分泌促進薬での治療
2.0 〜 1.5 OHA（経口糖尿病治療薬）で

血糖コントロール可
1.5 〜 1.2 OHAでコントロール可能。糖

毒性解除目的に一時的にインス
リンも可

1.2 〜 0.8 OHAでもインスリンでもある
程度コントロール可。

 ただインスリン治療がベター。
0.8以下 インスリンでの治療

　もう一つ使い分けの指標となるのは
HbA1cの値である。HbA1cが高ければ高

いほど食後血糖より食前血糖の方が優位で
あることが明らかとなっており、その境目
はだいたいHbA1c ８%である。
A1c ８%未満：食後過血糖を改善する薬剤

を選択する
A1c ８%以上：食後だけでなく食前血糖も

改善する薬剤を選択する

　インスリン分泌促進薬は大きく分けて血
糖依存性薬剤と血糖非依存性薬剤に分ける
ことができる。
・血糖依存性薬剤：DPP4阻害剤・GLP1製剤

に食後過血糖を改善する。体重は不
変か、減少する。単剤では低血糖の
リスクはない。血糖変動幅を改善す
る。

・血糖非依存性薬剤：SU薬・グリニド薬
SU薬は食前血糖の改善効果が強
い。グリニド薬は食後過血糖を改善
する。低血糖はSU薬あり、グリニ
ドは少ないが稀にみられる。SU薬
を使うと体重増加が懸念される。

　インスリン非分泌促進薬は３つに分類さ
れる。どの薬剤も低血糖は少ない。
・ビグアナイド薬：肝臓に作用。食前血糖

を改善する力が強い。海外のガイド
ラインにおいては1st選択薬。血糖
変動幅は改善しない。

・チアゾリジン薬： 骨格筋、脂肪細胞に作
用。食後過血糖を改善する力が強
い。体重の増加が懸念される。

・αグルコシターゼ阻害薬： 小腸に作用。
食後過血糖を改善する。体重は減少
し、血糖変動幅を改善する。　

　各薬剤を比較してみると、良好な血糖コ
ントロールが可能なのはDPP4・GLP1とα
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-GIの２つであるが、αGIの問題点として
は１日３回という服薬回数のためコンプラ
イアンスが悪い点である。この点を踏まえ
ると、今現在糖尿病治療薬の中で最も優れ
ているのはDPP4阻害剤であると結論付け
ることができる。
　近年糖尿病患者の平均HbA1cは低下傾
向だが、患者のBMIは増加傾向にある。血
糖改善だけでなく肥満に対し効果を発揮す
る薬剤が待たれていた。その中で登場した
のがSGLT2阻害剤である。
　自験例を紹介すると、フォシーガ投与
３日で体重が２kg減った症例があった。
In Bodyで体組成を調べてみると、体重
減少には水分量と脂肪減少が関わってお
り、筋肉量には変化がなかった。また他の
SGLT2症例で最高33kg減少した症例を経
験しているが、こちらも同様に脂肪減少が
主に関わっていた。
　CGMによる血糖変動をみてみると、食
後過血糖の改善がみられたが、空腹時の低
血糖は起こらなかった。ビグアナイド、
DPP4、インスリン等、どの薬剤と組み合
わせても良好な血糖コントロールを得た。
　SGLT2阻害剤はDPP4阻害剤と違い、投
与症例を精査する必要がある。
　適した症例としては、
・水分負荷が可能な若年〜中年の患者
・体重減量が必要な患者
・合併症が中程度未満の患者
が考えられる。

■日　時　平成27年７月11日㈯
■会　場　八幡平ロイヤルホテル
■主　催　八幡平市地域包括支援センター
　　　　　岩手西北医師会
■共　催　盛岡北部地域リハビリテーショ

ン広域支援センター、盛岡北部
地区介護保険サービス事業者協
議会、岩手地区介護支援専門員
協議会

■挨　拶　小林　清功
　　　　　（八幡平市市民副支部長）
　　　　　高橋　邦尚
　　　　　（岩手西北医師会　会長）

　快晴のお天気にも恵まれ、沢山の方にご
参加いただき岩手西北医師会認知症支援地
域ネットワーク代表紺野先生を中心に行わ
れた。
　岩手西北医師会管内の医師、八幡平市、
葛巻町、岩手町、雫石町、滝沢市の関係職
員と医療関係者、介護事業関係者、患者本
人、患者家族関係者など380名が参加。
　講師の先生方には、映像を交えて参加者
へ事例や介入前後の効果などを分かりやす
く後援をしていただいた。

八幡平市・岩手西北医師会合同
認知症研修会



岩手西北医報　№106／平成27年度　第106号　2015年 8 月

14

【午前の部】
　「認知症の人と家族の会」の懇談会

【午後の部】
　｢映像でみる認知症｣ 〜 ｢本人｣ 〜はじ
　めよう
　講師：沖田裕子 氏

（ＮＰＯ法人認知症の人とみんな
のサポートセンター代表）
横川清司 氏

（ＮＨＫエンタープライズ）
紺野敏昭 氏

（こんの神経内科・脳神経外科ク
リニック理事長）

【ヤマボウシプロジェクト】　
　会場フロアには、たくさんの方々が支え
あい顔の見えるコミュニケーションや連携
を図ることができるようにと、木の形をし
た大きな模造紙の上に承諾を得た方のポラ
ロイド写真とコメントを張り付け展示。

【研修会】　
１．岩手西北医師会認知症支援地域ネット

ワークの活動状況紹介
紺野敏昭 氏

（岩手西北医師会認知症支援地域
ネットワーク代表）

２．医療介護連携シートの説明と使い方、
今後の課題など

森　智美 氏
（滝沢市地域包括支援センター主任
保健師）

３．認知症の人と家族会の内容と体験談の話
田中慶介 氏

（認知症の人と家族会岩手県支部世
話人）

■講師プロフィール

沖田　裕子 氏
（NPO法人認知症の人とみんなのサポートセンター代表）

　特別養護老人ホームや重度認知症デイケア、認知
症介護研究・研修大府センターなどに勤務の後、介
護保険などではニーズの満たされない、若年性認知
症の人や家族支援などを主に行うために、NPO法人
｢認知症の人とみんなのサポートセンター｣ を設立。
認知症の本人交流会・意見募集・生きがいつくりな
ど、仲間と活動している。
　神戸大学大学院医学系研究科保健学博士課程後期
課程修了

横川　清司　氏
（NHKエンタープライズ）

　1971年NHK入局。カメラマンとしてヒューマンド
キュメントから海外紀行番組までを担当。また、ディ
レクター、プロデューサーとして特集番組、映画製
作も手掛ける。母親が認知症となり、早期転籍して
以来、認知症のフォーラムをプロデュース。全国で
開催するなど、認知症の啓発活動を続けている。
　自らが認知症になる年齢となり、リタイヤするこ
とで、廃用症候群としての認知機能低下を自らがリ
ポート出来る機会が来ることを願っている。

紺野　敏明　氏
（こんの神経内科・脳神経外科クリニック理事長）

　1978年岩手医科大学大学院修了。岩手医科大学神
経内科学講座医局長を経て、1998年より退職。日々、
多くの認知症患者を診察している。その他、岩手西
北医師会では、認知症支援地域ネットワークの代表
として、ネットワークを構築するために普及啓発活
動にも積極的に取り組んでいる。また、学術講演会
に介護関係者を招くなど、医療介護連携の促進に向
けた事業を展開している。　

横川清司 氏　　沖田裕子 氏

紺野敏昭 先生
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フロア

講演会場

講演会場

ヤマボウシプロジェクト
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岩手日報（7月15日）

岩手日報（7月15日）
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■日　時：平成27年７月15日㈬
　　　　　18：30〜19：30
■場　所：雫石町立七つ森小学校
■参加者：PTA父母18名、小学生11名
　　　　　学校の先生５名
■講　師：上原MD、栃内MD、
　　　　　高橋明MD、大森MD、
　　　　　篠村五雅ＭＤ、大間DD、
　　　　　篠村達雅ＭＤ

　岩手西北医師会理事会でプールの始まる
前に小学校の父母を対象とした講習会をや
ろうという話があり、それが実現した。

救急蘇生法講習会
＊心肺蘇生法訓練用人形とAEDデモ機を
使用（３組）
　栃内先生の講義のあと３つのグループに
わかれ、訓練を開始した。
　例年、消防署員の講習を受けている小学
校だったためか、父母の方々はスムーズに
動いていた。子供たちも真剣だったが、人
形の胸壁がへこまないので苦戦の場面も
…。デモ機の音声で人工呼吸の部分があ
り、やらなくてもいいのでは？という戸惑
いもあった。
　皆さん、有意義な時間を過ごしたと思わ
れます。先生方ご苦労様でした!!

（篠村）

URL  http://www.ginga.or.jp/~isikyo/
E-mail  isikyo@rose.ocn.ne.jp
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　平成24年5月から、1 〜 2か月に1回くら
いの割合で、読後感を酒の肴に、宴会を開
いています。丸3年が過ぎました。私が種
本を決めて、20 〜 30歳代の、プロパー、
問屋、薬剤師に声をかけて集め、4 〜 6人
の会合となります。医師会報に出るころ
は、20回目を迎えていると思います。
　１回目からの題名、著作者と眼目を列挙
いたしました。

①「黒い縄」藤沢周平　2012.5.（平成24年５月）

途中まで読み、犯人当てとその推理根
拠、物語はどう終わるのかまで読み切る

②「人間通」谷沢永一　2012.7
〈臆病とケチは一生なおらない〉思わず
わが身を振り返る筬言集

③「論語について」
渡部昇一、谷沢永一　2012.9

論語のもとは座談にある、堅苦しくない
論語を現代にどう生かすか

④「人は老いて死に肉体は亡びても魂は存
　在するか」渡部昇一　2012.9.
〈死後の世界は賭けである。魂は残るに
賭けたほうが得である。無くて元々であ
る〉

⑤「あなたの癌はがんもどき」
近藤誠　梧桐社　2012.11.

今話題の一連作品、内容の真偽はともか
く、文章が面白く、飽きさせない

⑥「なぜアメリカは、対日戦争を仕掛けたか」
加藤英明　へンリー・S・ストークス

　祥伝社　2013.1
世界地図を広げればすぐにわかる。広大
な太平洋を渡ってアメリカはなぜ日本ま
で攻め入って来たのか。アメリカは、グ
アム、ハワイ、フィリピン、そして日本
を目指した。なぜか。

⑦「石油からガスヘ　シェールガス革命で
世界は激変する」

長谷川慶太郎、泉谷渉　2013.3.8
今、アメリカのシェールガス、石油の依
存度は30%に及ぶ。今後、日本にも輸出
される。開発過程、既存の石油との違い
など。 

⑧「嫉妬の正体」谷沢永一　2013.4.
〈性根のところ、人間活動の原動力は嫉
妬にある。焼きすぎると身を滅ぼす。き
つね色に焦がすのが肝要〉〈嫉妬心は万
有引力、だれも逃れることができない〉

読　書　会

岩手町　塚　谷　栄　紀

岩手町から仲間便り
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⑨「空気の研究」山本七平　2013.8.23
〈戦艦大和は沈没すると専門家はわかっ
ていた。なぜ、出撃したのか。日本人の
意思を決定する要素に空気がある〉この
空気の意思決定をさまざまな例をもって
挙げている。

⑩「アーロン収容所」
会田雄二　2013.11.11

著作が大東亜戦争後、収容所に入れられ
た時のイギリス人、日本人、現地人の文
化論風の本である。筆者はトイレット
ペーパーなどに走り書きをして、残し
た。〈世にアングロサクソンなかりせば、
世界はもっと平和であったろう。〉アン
グロサクソンへの憎悪が静まったころに
書き起こしたという。

⑪「500年の暗黒史」
清水馨八郎　2014.1.28

〈コロンブスのアメリカ大陸発見以後
の、白人の有色人種の支配を暗黒史とし
た。日露戦争なかりせば、大東亜戦争な
かりせば、21世紀も確実にアパルトヘイ
トは続いていた。〉

⑫「破綻する中国　繁栄する日本」
長谷川慶太郎著　2014.4.8

〈不動産株価の暴落、理財商品の破綻、
PM2.5、人件費高騰、共産主義国家の中
に市場がある矛盾、中国は間もなく破綻
する。日本企業は今、中国離れが顕著で
ある。家族の健康のため、単身赴任が多
くなっている。中国の破綻は、一時期に
は日本市場に影響するであろうが、限定
的である〉中国の現状経済が詳しく書い
てある。

⑬「人開通」谷沢永一　2014.6.10
２回目の種本としました。自分の感情の
出所がよくわからない場合などに、拾い
読みでも面白い。人間とはこんなもの、
あつそっだのか。それで俺は怒りを買っ
たのか。など、上司に怒鳴られる若いサ
ラリーマンには損のない本と思われま
す。

⑭「朝鮮崩壊」長谷川慶太郎　2014.7.30
北朝鮮崩壊の進行状況、それが及ぼす韓
国への影響、そして日本は。

⑮「大東亜戦争こうすれば勝てた」
日下公人、小室直樹　2014.10.7

〈真珠湾では石油タンクまで破壊すべき
であった。ミッドウェーには戦艦大和を
出墜させ、一気に太平洋における制海権
を持つ。アメリカ艦隊は西海岸に貼り付
けになり、ヨーロッパまで艦隊を送れな
い。ノルマンディー上陸もできなかっ
た。日本は英国のプリンス・オブ・ウェー
ルズ、レパルスを撃沈したあと、一気に
インド洋から地中海まで勢力を伸ばす。
となるとロンメルには十分な勝算が出て
くる。ミッドウェーで勝っていれば、ド
ロンゲームになる可能性があった。〉

⑯「海鳴り上、下」藤沢周平　2015.2.13
駆け落ちの物語。双方とも紙問屋夫妻、
50歳の男女、藤沢周平にしては最後が明
るい小説。数回読んでいるが飽きない面
白さがあります。気分の落ち込んでいる
ときはまた格別。

⑰「男は男らしく女は女らしく」
渡部昇一　2015.3.27
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〈男女の差を差別としないで、本姓をど
うすれば生かしていけるか。一例をあげ
れば、子供は女性にしか生めない。客観
的にみて、女性は出産に適正がある。そ
して、子育てには断然女性が向いてい
る。何せ、肌が柔らかい。男の体など子
供は痛くて抱かれていたくない。男女同
一という無根拠の言いふらしによって
困っている女性も多いのではないか。〉

⑱「アメリカと中国は偉そうに嘘をつく」
高山正之　2015.5.15

米国を中国はいつも偉そうである。いつ
も、自分たちが正義であるようなふりを
する。その実、なにをしているのか、わ
かったものではない。その実態がわかり
やすく書かれている。

⑲「渡部昇ーの日本史快談」2015.7.3
信長から現代まで。日本の歴史を虹とし
てみた。虹は遠くから見て始めて分か
る。そばに近づくと、水玉である。水玉
の研究は多くある。しかし、日本史は世
界との関係でどうとらえたらいいのか。
あくまで、日本の立場、味方にたって、
見た本です。自分の先祖を汚されていい
気分になる人などいないはずです。

　読みづらい、自分の好みでない本もある
と思うので、その時の題名、内容で参加者
を決めています。読み切った後の一杯は、
ただの旅行の一杯ではなく、学会参加した
後の一杯のごとくであり、感想会も私には
楽しみのひと時であります。
　尚〈　〉は、本文からの抜粋です。

　第134回岩手医学会総会における特別
講演で、岩手医科大学学長小川彰先生の
「心ある医師養成を目指して－徳育の勧め
－」、と岩手医科大学整形外科教授土井田
稔先生の「腰痛診療の最前線の中で、－医
学の常識について－」の講演を拝聴する機
会があった。
　そこでここ最近ふと考えるのだが、昔は
常識だったことが現在では非常識であった
り、その逆のこともあり、時代の移り変わ

りに驚くことがある。
　スポーツ医学を例にすると、昔は「水分
を摂るな」と指導され、それが当たり前の
ように常識として受け入れられていたが、
今は「水分を摂りなさい」と真逆に変わり、
以前常識と思われていたことでも今では非
常識となっている。
　思い出すと戦後、私達の子供時代は食事
をするのも大変な時代で、「飯台」に10人
位の家族が並んで食べていた時代で、食卓

昔の常識は今の非常識

葛巻町　西　島　康　之

葛巻町から仲間便り
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に上がった食事は競争して早く食べないと
いけない時代でもあり、それが常識の光景
であったが、時代が移り変わり経済成長を
遂げ今の日本では、食卓に家族がそろう所
は少なく、食べたいものを食べ、嫌いなも
のは残しても叱られない時代に変ってきて
いる。
　最近の国会もそうである。戦後、平和の
象徴である憲法第９条が誕生しこれまで守
られてきたが、今はそれが今の非常識なの
か国会でこの憲法解釈が争点となってい
る。「常識」とはいったい何なのだろうか？
時代や進歩という言葉で全て片づけても良
いものなのであろうか？
　ドイツ生まれのユダヤ人理論物理学者の
「相対性理論」で有名なアルベルト・アイ
ンシュタイン博士は、「常識」について次
のように語っている。『常識とは18歳まで
に身につけた偏見のコレクションのことを
いう。』また、アインシュタイン博士は次
のようなことも言っている。『過去から学
び、今日のために生き、未来に対して希望
をもつ。大切なことは、何も疑問を持たな
い状態に陥らないことである。』。
　つまり、「当たり前」と思っていること
が「常識」であり、当たり前だからこそ疑
うこともなく受け入れている。今ある現状
に全く疑問を持たない状況の中では、いつ
までもそれが常識となっているということ
である。

　昔の言葉に「衣食足りて礼節を知る」と
いう言葉がある。これは、礼節や人の道は
暮らしが豊かになり衣食に事欠かなくなっ
て初めてわきまえるようになるという意味
である。では何故、経済成長を遂げて衣食
に事足りてきている今の時代にますます礼
節や人の道が乱れてきているのか？その質
問に対して昭和の大経営者でもある松下幸
之助は「以前の日本にあり今の日本に足り
ない「徳育」が欠如しているからである」
と答えている。徳育が欠如した日本教育の
中ではいくら衣食に足りても礼節や人の道
を説いたところで無知の人（獣）に説くの
と同じ。松下幸之助は日本の行く末につい
て「このままでは無知（獣）の国になるな
あ」と憂えていたという。
　坂本龍馬じゃないが、この国を今一度、
洗濯してみてはどうだろう。
　徳育が失われた日本の中で、本当に今の
現状が常識なのか非常識なのか私たちは疑
問を持たなければならない時代になってい
る。「徳育」のように過去から学ぶべきも
のがあるのではないか。「常識」を疑えと
いう言葉は今の政治・経済・教育・医学ど
の分野にも言えることではないのだろう
か。この国を無知（獣）の国にしてはなら
ないのである。
　－　昔を今になすよしもがな　－
　　　　　　　　　　　　　　『静御前』。



岩手西北医報　№106／平成27年度　第106号　2015年 8 月

22

　本日は伝統ある第67回岩手県医師会総会
において、共々会員表彰を受けましたこと
に心から感謝申し上げます。各地の郡市医
師会においてご活躍の先輩諸先生の受賞者
が多い中で、誠に恐縮に存じますが御指名
ですので被表彰者を代表して御礼の言葉を
申し上げます。
　我々は、岩手県内各地にて医師会活動に
加えて頂き、県医師会活動の関連事業に係
わることが多く、日常の臨床活動の合間に
なされた諸活動が評価され今回の会員表彰
を受賞することになったことは大変嬉しく
心から感謝申し上げます。
　日本の社会は数年前から人口減少高齢社
会に突入して、地域医療の維持や地域包括
ケアシステム構築が大きな課題となってお
ります。この受賞を契機に、各地域医師会
ならびに県医師会諸活動への支援をそれぞ
れの地域において続けることが求められて
いると思います。
　丁度８年前の４月に開催された第27回医
学会総会で大阪に行った時、緒方洪庵先生

の適塾跡を訪ねた時に、「扶氏医戒之略」
が掲げてあり、その頃の医師の心構えの実
態を学んだことが印象的であります。その
医戒の始めに ｢人の為に生活して、己のた
めに生活せざるを医業の本体とす。安逸を
思はず、名利を顧みず、唯おのれをすてて、
人を救わんこと希ふべし。人の生命を保全
し、人の疾病を復治し、人の患苦を寛解す
るの外他事あるものにあらず。｣ とありま
した。母校に入局した時に恩師金谷春之教
授が「医師の心構え」として引用し生きる
指針とするように教えられたのが「扶氏医
戒之略」でした。今でもとても素晴らしい
と思います。「初心」を導かれた恩師・母
校への感謝をしなければなりません。
　昨今、まづ自ら健康長寿の模範を目指し
つつ医師会活動への支援の一端を担って参
りたいと思いますので、さらなるご指導ご
鞭撻をお願い申し上げ、受賞者を代表して
「感謝の言葉」に替えさせて頂きたいと存
じます。本日はありがとうございました。

感謝の言葉

　
八幡平市　及　川　忠　人

八幡平市から仲間便り
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医師会 医報バックナンバー

No.1（昭和56年4月発行）〜No.2（昭和56年6月発行）

岩手西北医師会のホームページ（会員専用ページ）からもご覧いただけます。
http://iwate-seihoku.jp/
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会員の入会・退会・異動等
【入　会】 （平成27年７月１日現在）

入会月日 所 属 施 設 名 氏　　　名 前 所 属 施 設 名

平成26年
11月１日 東 八 幡 平 病 院 藤 澤 洋 一 大館北秋田医師会より（B会員）

４月１日 ものがたり診療所つむぎ 松　嶋　恵理子 盛岡市医師会より（A会員）

４月１日 葛 巻 病 院 佐々木　　　崇 盛岡市医師会より（A２会員）

【退　会】 （平成27年７月１日現在）

退会月日 所 属 施 設 名 氏　　　名 備　　　　　　　考

１月１日 東 八 幡 平 病 院 成 島 忠 勝 退職

２月２日 矢 追 医 院 矢 追 博 美 死亡退会

３月31日 松 尾 診 療 所 伊 藤 昭 治 廃業

３月31日 葛 巻 病 院 山 本 雅 彦 退職

３月31日 秋 山 法 宏 退会

会員数の状況

７月１日現在の会員数　84名
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【退　会】� （平成26年２月１日現在）

退会月日 所 属 施 設 名 氏　　　名 備　　　　　　　考

７月31日 いわてリハビリテーションセンター 立　木　　　光 北上医師会へ

12月６日 御 明 神 診 療 所 宮　杜　　　亨 死亡退会

会員数の状況
２月１日現在の会員数　86名

会員の入会・退会・異動等

【慶　事】
学校医（元雫石町学校保健会副会長）
篠村達雅先生（68歳）岩手医師会
　雫石町の学校医として、昭和59年から現在に至るまで、長きにわたり児童・生徒の健康管
理並びに健康指導に献身的に尽力している。また、雫石町学校保健会の役員や雫石町医科歯
科会の事務担当などを務め、学校保健活動の発展にも寄与されている。
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　今年もようやく医報の発行が出来ました。投稿

頂いた先生方には感謝申し上げます。今回の表紙

の写真は森先生の作品です。

　岩手郡医報のバックナンバーは興味深く読ませ

て頂いています。その時代の記録を残すことは貴

重なことだと思います。

　投稿、写真、絵画など何でもお寄せ下さい。

北上　　明

庭に咲いたクレマチス／撮影：森　茂雄 先生


